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仁ち4、ぶらりい〕 
Clinical Oncology 
A Manual for Students and Doctors 
Edited and then，revised and enlarged by Members of 
the “Union Internationale Contre le Cancer (UICC)" 
Committee 
Springer-Verlag，Berlin，Heidelberg，New York 1978. 
本書は学生と医師のための悪性撞蕩に関する教科書であり， 国73年に出版され
たものの fullyrevised editionで島る。内容は Part 1 (総論)， I (各論)， 
m(将来への展望〉に分れている。 
Part 1は先ず悪性腫蕩の発生頻度と死亡率，発生原器，進展について述べてい
る。 その内特に病宙論を詳述しており環境冨子としての化学物質〈大気汚染， 食
物)，習賓， 医原性化学物質， さらに radiationの検討と同時に， 職業上での接
触，遺伝的因子，免疫学的関連註に触れている。 また， 発癌過程の期間に関して 
induction phase 15-30年以上， in situ phase 5 -10年， invasion phase 1-
5年と推定している。次は， 悪J性腫療の組織学的， 形慈学的分類に触れており， 
“Degree of malignancy"についても述べている。“Naturalhistory of cancer" 
として腫霧の発育・増殖の項のところでは， 組庖周期， growth fractionなどよ
り説き起しており， 撞癌周辺への増殖の原園についても癌紹胞の正常組組と異な
った性質を述べている点が， 訳者の学んだものと違っている印象を受けた。昂所
再発，多発癌の原因， 予後に影響する因子と癌の自然治惑の内， 特に自然治憲・
晩期再発などを免疫学的に考察している。
集団検診，早期発見，診断，結束病期分類の内，診断について詰レ隷，超音波，
内視鏡， biopsy，other testsとして CEA，AFP，human chorionic gonadotro-
phinなどについて言及している。治壌に関しては curativeと palliative~こ分れ
るが， 肺癌のように経過の阜いものは 5年生存をもって curativetreatmentの
吾安とすることが出来るが，甲状線癌，大腸癌， 手L癌の場合はそれ程 aggressive
でないので， 5年生存は permanentcureとはいえず， 5年間無再発をこれに当
てるべきとしている。 curativetreatmentは特定の症備に対する手街以外誌ない
が， 麗蕩組識を可及的に減少させ一-reductivesurgery一一た後で、 radiation， 
chemotherapy，hormone treatment，immunotherapyを追加すべきとしており，
これは curativesurgeryにも補助療法として用いるべきと述べている。この内
特に chemotherapyについては，制癌剤の cellularbiochemistryと cellcycle 
より見た attackingpointを匿をもって説明すると共に jIj作用についても述べ
ている。また，治療の選択に対する基準を挙げており， さらに治療に捺しての 
docto主-patientrelationshipが確立されなければ好結果は得られず， “in parti-
cular，the patient's hopes should never be crushed even though，in some 
cases，the possibilities for beneficial action become increasing dim." と述
べている。 
Part Iは，皮虐癌，頭頚部癌，肺癌， 帯化器癌， 乳癌， 生殖器癌， 泌尿器系
癌，中程神経と骨の悪性腫蕩， 小児悪性麗蕩， 血液.!Jンバ組織の悪性撞蕩につ
いてそれぞれ病理，診新，蕗沫病期分類，治療，予後などについて路述している。 
Part mは，悪性腫蕩の研究に対する展望ともいうべきものである。 invitro 
organ cultureによる適恋薬剤の選択とヌードマウスを利用した麗蕩の growth 
kinetics.の検討， intercalating dye methodを和男して簡単に DNAcontent 
を挺定することにより， cell cycle，population kinetics，ploidy characteristic 
などの検討が可能である。 さらに， 将来の研究として“active"gene therapy， 
あるいは cytoskeletalsystemの機龍を利用して malignanttransformationの
解析あるいは hyperplasiaと癌の鑑別が可能とな担， また， growth-主egulatory 
substanceの制調の可能性に言及している。訳者は Part 1，m~こ興味を持った
が，学生には Part 1，Iが大窃であろう。いずれにしろ， 医学部学生と霞訴に
とって格好なふ艶子といえよう。(藤本茂〉
〔千葉医学 56，49，1980) 
